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１【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】
　2021年11月24日に提出いたしました第８期第２四半期（自　2021年７月１日　至　2021年９月30日）の四半期報告書

の記載事項の一部に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するために四半期報告書の訂正報告書を提出するも

のであります。

 

２【訂正事項】
第一部　企業情報

第２　事業の状況

２　経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

(1）財政状態及び経営成績の状況

（自己資本比率等の状況）

第４　経理の状況

１　中間連結財務諸表

注記事項

（中間連結貸借対照表関係）

 

３【訂正箇所】
　訂正箇所は＿＿＿を付して表示しております。

 

第一部【企業情報】

第２【事業の状況】

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）財政状態及び経営成績の状況

　　（訂正前）

＜略＞

≪中期経営計画のＫＧＩ（財務目標）≫

 
2021年９月期

の実績

2021年度

の目標計数

最終年度

(2023年度)

の目標計数

当社

＜連結＞

ＲＯＥ 3.00% 3.20% 5.90%

親会社株主に帰属する当期純利益 47億円 100億円 200億円

子会社連結利益貢献額 4億円 △4億円 24億円

自己資本比率 8.30% 8.60% 8.30%

きらぼし銀行

＜単体＞

コアＯＨＲ 72.10% 67.00% 57.30%

顧客向けサービス業務利益 48億円 124億円 234億円
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　　（訂正後）

＜略＞

≪中期経営計画のＫＧＩ（財務目標）≫

 
2021年９月期

の実績

2021年度

の目標計数

最終年度

(2023年度)

の目標計数

当社

＜連結＞

ＲＯＥ 3.00% 3.20% 5.90%

親会社株主に帰属する当期純利益 47億円 100億円 200億円

子会社連結利益貢献額 4億円 △4億円 24億円

自己資本比率 8.28% 8.60% 8.30%

きらぼし銀行

＜単体＞

コアＯＨＲ 72.10% 67.00% 57.30%

顧客向けサービス業務利益 48億円 124億円 234億円

 

（自己資本比率等の状況）

　　（訂正前）

＜略＞

連結自己資本比率（国内基準）

 （単位：億円、％）

 2021年９月30日

１．連結自己資本比率（２／３） 8.30

２．連結における自己資本の額 2,870

３．リスク・アセットの額 34,572

４．連結総所要自己資本額 1,382

 

　　（訂正後）

＜略＞

連結自己資本比率（国内基準）

 （単位：億円、％）

 2021年９月30日

１．連結自己資本比率（２／３） 8.28

２．連結における自己資本の額 2,870

３．リスク・アセットの額 34,635

４．連結総所要自己資本額 1,385
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第４【経理の状況】

１【中間連結財務諸表】

【注記事項】

（中間連結貸借対照表関係）

　　（訂正前）

＜略＞

※９．当座貸越契約及び貸付金に係るコミットメントライン契約は、顧客からの融資実行の申し出を受けた場合

に、契約上規定された条件について違反がない限り、一定の限度額まで資金を貸付けることを約する契約で

あります。これらの契約に係る融資未実行残高は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（2021年３月31日）
当中間連結会計期間
（2021年９月30日）

融資未実行残高 892,873百万円 853,740百万円

うち原契約期間が１年以内のもの

（又は任意の時期に無条件で取消可能な

もの）

831,389百万円 786,611百万円

なお、これらの契約の多くは、融資実行されずに終了するものであるため、融資未実行残高そのものが必

ずしも当社及び連結子会社の将来のキャッシュ・フローに影響を与えるものではありません。これらの契約

の多くには、金融情勢の変化、債権の保全及びその他相当の事由があるときは、連結子会社が実行申し込み

を受けた融資の拒絶又は契約極度額の減額をすることができる旨の条項が付けられております。また、契約

時において必要に応じて不動産・有価証券等の担保を徴求するほか、契約後も定期的に予め定めている社内

手続に基づき顧客の業況等を把握し、必要に応じて契約の見直し、与信保全上の措置等を講じております。

 

　　（訂正後）

＜略＞

※９．当座貸越契約及び貸付金に係るコミットメントライン契約は、顧客からの融資実行の申し出を受けた場合

に、契約上規定された条件について違反がない限り、一定の限度額まで資金を貸付けることを約する契約で

あります。これらの契約に係る融資未実行残高は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（2021年３月31日）
当中間連結会計期間
（2021年９月30日）

融資未実行残高 897,522百万円 866,221百万円

うち原契約期間が１年以内のもの

（又は任意の時期に無条件で取消可能な

もの）

831,016百万円 786,196百万円

なお、これらの契約の多くは、融資実行されずに終了するものであるため、融資未実行残高そのものが必

ずしも当社及び連結子会社の将来のキャッシュ・フローに影響を与えるものではありません。これらの契約

の多くには、金融情勢の変化、債権の保全及びその他相当の事由があるときは、連結子会社が実行申し込み

を受けた融資の拒絶又は契約極度額の減額をすることができる旨の条項が付けられております。また、契約

時において必要に応じて不動産・有価証券等の担保を徴求するほか、契約後も定期的に予め定めている社内

手続に基づき顧客の業況等を把握し、必要に応じて契約の見直し、与信保全上の措置等を講じております。
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